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Schmitt, 1993）。これは女性ホルモンの濃度が高い者ほど顔や顎が小さくなったり（Schaefer et al.,


























ることが示されている（Griskevicius, Delton, Robertson, & Tybur, 2011）。たとえば、過酷な環境（e.g.,
生存率が低い環境や経済的不況下）で生活しているヒトの方がそうではないヒトに比べて、速い戦略
をとりやすい。実際、同じ都市の中でも、寿命の期待値が低い地域の方が高い地域に比べて初子をも

























































































に、M =6.29, SD =1.85, α =77 ; M =5.98, SD =1.88, α=.82）。次に、2（音楽：A vs. B）×2（性別：男
vs.女）×2（経済状況：不況 vs.統制）×2（食品：低カロリー食品 vs.高カロリー食品）の混合計画の
分散分析を実施した。その結果、性別の主効果（F (1, 282)=7.75, p=.006,    =.027）と食品×性別の
交互作用効果（F (1, 282)=14.02, p<.001,    =.047）がみられた。性別の主効果は、男性（M =5.95, SE
=.11）よりも女性（M =6.45, SE =.15）の方が食品を高く評価していたというものであった。また食品
×性別の交互作用効果は、高カロリー食品では男女差はなく（M =6.27, SE =.14 vs. M =6.26, SE
=.18）、低カロリー食品では男性よりも女性の方が食品を選好している（M =5.62, SE =.13 vs. M =6.63,
SE =.18）という結果であった（Figure 1）。
さらに、脂肪重要仮説から予測された経済状況×性別の交互作用効果（F (1, 282)=4.88, p=.028,    
=.017）がみられた（Figure 2）。交互作用効果が有意であったため、単純主効果検定を実施したとこ
ろ、男性では不況条件（M =5.87, SE =.16）と統制条件（M =6.02, SE =.15）の間に有意差はみられな
かった（F (1, 282)<1, n.s.,    =.002）。一方、女性では、不況条件と統制条件の間に有意差がみられ
（M =6.78, SE= .20 vs. M=6.12, SE= .21）、不況条件の方が統制条件よりも（食品のカロリーに関係な
く）食品をより選好していた（F (1, 282)=5.13, p=.024,    =.018, 95％ CI[.09, 1.22]）2。この結果は、
仮説1と仮説2を支持するものであり、仮説2’は支持されなかった。
2 気分や体調、空腹度が食べ物に対する選好に影響を及ぼした可能性を除外するため、これらの変数を共変量と
した分析もおこなった。その結果、気分（F (1, 278)=5.04, p<.03,    =.02）、および空腹度（F (1, 278)=15.43, p
<.01,    =.05）の効果が有意であったが、性別の主効果も交互作用効果も有意なままであった（順に、F (1, 278)=





















志向するのではなく、脂肪を蓄えようとすることを示唆するものである。この傾向は Hill et al.
（2013）の研究ですでに示されていたが、彼女らの研究では「体重を増やしたくない」など、かなり
抽象的な質問の仕方がなされていた。それに対して本研究では、日常的に目にする具体的な商品（フ
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【Abstract】
The influence of economic recessions on food preference
Emi NIIDA＊・Osamu HIGUCHI＊＊
Life history theory posits that humans promote allocating resources towards immediate reproduction over their own devel-
opment when their local environment is harsh (e.g., high mortality rate, economic recession). According to critical fat hy-
pothesis, women need enough body fat to get pregnant (Hill et al., 2013). We predicted that female participants would prefer
both high-calorie foods and low-calorie foods when they perceived their environment harsh. We manipulated perception of
economic recession using scrambled sentence task (Nakai & Numazaki, 2017). Participants (N=295) were asked to complete
the scrambled sentence task and then evaluate their preferences for high-calorie and low-calorie food. As predicted, female
participants in the economic recession condition evaluated both foods types higher than those in the control condition. In addi-
tion, this tendency was not observed among male participants. These results suggest that women may adjust their appetite in
response to economic conditions.
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